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五、第３条第１項第３号(商品の産地、販売地、品質その他の特徴等の表示又は役

務の提供の場所、質その他の特徴等の表示) 

 その商品の産地、販売地、品質、原材料、効能、用途、形状(包装の形状を含む。第

二十六条第一項第二号及び第三号において同じ。)、生産若しくは使用の方法若しくは

時期その他の特徴、数量若しくは価格又はその役務の提供の場所、質、提供の用に供す

る物、効能、用途、態様、提供の方法若しくは時期その他の特徴、数量若しくは価格を

普通に用いられる方法で表示する標章のみからなる商標 

 

１．｢商品の産地、販売地、品質、原材料、効能、用途、形状(包装の形状を含む。)、生

産若しくは使用の方法若しくは時期その他の特徴、数量若しくは価格又はその役務の提

供の場所、質、提供の用に供する物、効能、用途、態様、提供の方法若しくは時期その

他の特徴、数量若しくは価格｣(以下｢商品又は役務の特徴等｣という。) について 

商標が、その指定商品又は指定役務に使用されたときに、取引者又は需要者が商品又

は役務の特徴等を表示するものと一般に認識する場合、本号に該当すると判断する。 

一般に認識する場合とは、商標が商品又は役務の特徴等を表示するものとして、現実

に用いられていることを要するものではない。 

 (1) 商標が、｢コクナール｣､｢スグレータ｣､｢とーくべつ｣､｢うまーい｣､｢早ーい｣等のよ

うに長音符号を用いて表示されている場合で、長音符号を除いて考察して、商品又は

役務の特徴等を表示するものと認められるときは、原則として、商品又は役務の特徴

等を表示するものと判断する。 

(2) 商標が、商品又は役務の特徴等を間接的に表示する場合は、商品又は役務の特徴

等を表示するものではないと判断する。 

(3) 商標が、図形又は立体的形状をもって商品又は役務の特徴等を表示する場合は、

商品又は役務の特徴等を表示するものと判断する。 

 

２．商品の｢産地｣、｢販売地｣、役務の｢提供の場所｣について 

(1) 商標が、国内外の地理的名称(国家、旧国家、首都、地方、行政区画(都道府県、

市町村、特別区等)、州、州都、郡、省、省都、旧国、旧地域、繁華街、観光地(その

所在地又は周辺地域を含む。)、湖沼、山岳、河川、公園等を表す名称又はそれらを

表す地図)からなる場合、取引者又は需要者が、その地理的名称の表示する土地にお

いて、指定商品が生産され若しくは販売され又は指定役務が提供されているであろう

と一般に認識するときは、商品の｢産地｣若しくは｢販売地｣又は役務の｢提供の場所｣

に該当すると判断する。 
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(2) 商標が、国家名(国家名の略称、現存する国の旧国家名を含む。)、その他著名な

国内外の地理的名称からなる場合は、商品の｢産地｣若しくは｢販売地｣又は役務の｢提

供の場所｣に該当すると判断する。 

 

３．商品の｢品質｣、役務の｢質｣について 

(1) 商品等又は役務の提供の用に供する物の内容について 

商品等の内容を認識させる商標が商品の｢品質｣、役務の｢質｣の表示と判断される場

合 

商標が、指定商品又は指定役務の提供の用に供する物の内容を表示するものか否か

については、次のとおり判断する。 

(ｱ) ｢書籍｣、｢電子出版物｣、映像が記録された｢フィルム｣、｢録音済みの磁気テープ｣､

｢録音済みのコンパクトディスク｣、｢レコード｣等の商品について、商標が、著作物

の分類・種別等の一定の内容を明らかに認識させるものと認められる場合には、商

品の｢品質｣を表示するものと判断する。 

(例) 商品｢書籍｣について、商標｢商標法｣、｢小説集｣ 

商品｢録音済みのコンパクトディスク｣について、商標｢クラシック音楽｣ 

(ｲ) ｢放送番組の制作｣、｢放送番組の配給｣の役務について、商標が、提供する役務

たる放送番組の分類・種別等の一定の内容を明らかに認識させるものと認められる

場合には、役務の｢質｣を表示するものと判断する。 

(例) 役務｢放送番組の制作｣について、商標｢ニュース｣、｢音楽番組｣、｢バラエテ

ィ｣ 

(ｳ) ｢映写フィルムの貸与｣、｢録画済み磁気テープの貸与｣、｢録音済み磁気テープの

貸与｣、｢録音済みコンパクトディスクの貸与｣、｢レコードの貸与｣等の役務につい

て、商標が、その役務の提供を受ける者の利用に供する物(映写フィルム、録画済

みの磁気テープ、録音済みの磁気テープ、録音済みのコンパクトディスク、レコー

ド等)の分類・種別等の一定の内容を明らかに認識させるものと認められる場合は、

役務の｢質｣を表示するものと判断する。 

(例) 役務｢録音済みコンパクトディスクの貸与｣について、商標｢日本民謡集｣ 

  役務｢映写フィルムの貸与｣について、商標｢サスペンス｣ 

(ｴ) ｢書籍｣、｢放送番組の制作｣等の商品又は役務について、商標が、需要者に題号

又は放送番組名(以下｢題号等｣という。)として認識され、かつ、当該題号等が特定

の内容を認識させるものと認められる場合には、商品等の内容を認識させるものと

して、商品の｢品質｣又は役務の｢質｣を表示するものと判断する。題号等として認識
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されるかは、需要者に題号等として広く認識されているかにより判断し、題号等が

特定の内容を認識させるかは、取引の実情を考慮して判断する。 

例えば、次の①②の事情は、商品の｢品質｣又は役務の｢質｣を表示するものではな

いと判断する要素とする。 

① 一定期間にわたり定期的に異なる内容の作品が制作されていること 

     ② 当該題号等に用いられる標章が、出所識別標識としても使用されていること 

(ｵ) 新聞、雑誌等の｢定期刊行物｣の商品については、商標が、需要者に題号として

広く認識されていても、当該題号は特定の内容を認識させないため、本号には該当

しないと判断する。 

(2) 人名等の場合 

商標が、人名等を表示する場合については、例えば次のとおりとする。 

(ｱ) 商品｢録音済みの磁気テープ｣､｢録音済みのコンパクトディスク｣､｢レコード｣に

ついて、商標が、需要者に歌手名又は音楽グループ名として広く認識されている場

合には、その商品の｢品質｣を表示するものと判断する。 

(3) ｢飲食物の提供｣に係る役務との関係において、商標が、国家名、その他の地理的

名称であり、特定の料理(フランス料理、イタリア料理、北京料理等)を表示するもの

と認められるときは、その役務の｢質｣を表示するものと判断する。 

(4) 本号に該当する場合の品種登録を受けた品種の名称について 

   品種登録を受けた品種の名称については、この基準第３の十二(第４条第１項第14

号)２．及び３．参照。 

 

４．商品の｢形状｣、役務の｢提供の用に供する物｣について 

(1) 商標が、指定商品の形状(指定商品の包装の形状を含む。)又は指定役務の提供の

用に供する物の形状そのものの範囲を出ないと認識されるにすぎない場合は、その商

品の｢形状｣又はその役務の｢提供の用に供する物｣を表示するものと判断する。 

また、商標が指定商品(指定商品の包装を含む。)又は指定役務の提供の用に供する

物そのものの形状の一部と認識される場合についても同様に取り扱う。 

(2) 建築、不動産業等の建築物を取り扱う役務を指定役務とする場合に、商標が立体

商標であり、その形状が建築物の形状そのものの範囲を出ないと認識されるにすぎな

いときは、その役務の｢提供の用に供する物｣を表示するものと判断する。 

 

(注) ｢使用｣の定義の解釈規定である第２条第４項においては、その形状を標章の形

状とし得る物を規定しているが、立体商標に関しては、本号及び第３条第１項第６
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号の商標審査基準に加え、商標法においては商品には建築物等の不動産が含まれな

いことを勘案するならば、結果として、建築物の形状について商標登録を受けるこ

とができる場合は、その指定商品又は指定役務に関する広告として機能する場合に

実質上限られることとなる。 

(3) 小売等役務に該当する役務において、商標がその取扱商品を表示する標章と認め

られるときは、その役務の｢提供の用に供する物｣を表示するものと判断する。 

 

５．｢普通に用いられる方法で表示する｣について 

商品又は役務の取引の実情を考慮し、その標章の表示の書体や全体の構成等が、取引

者において一般的に使用する範囲にとどまらない特殊なものである場合には、｢普通に用

いられる方法で表示する｣には該当しないと判断する。 

(例１) ｢普通に用いられる方法で表示する｣に該当する場合 

取引者において一般的に使用されている書体及び構成で表示するもの 

(例２) ｢普通に用いられる方法で表示する｣に該当しない場合 

取引者において一般的に使用する範囲にとどまらない特殊なレタリングを施して

表示するもの又は特殊な構成で表示するもの 

 

６．｢のみからなる｣について 

商品又は役務の特徴等を表示する２以上の標章からなる商標については、原則として、

本号に該当すると判断する。 

 

７．商品又は役務の特徴に該当する色彩のみからなる商標について 

商品等が通常有する色彩のみからなる商標については、原則として、本号に該当する

と判断する。 

(1) 商品が通常有する色彩 

(ｱ) 商品の性質上、自然発生的な色彩 

(例) 商品｢木炭｣について、｢黒色｣ 

(ｲ) 商品の機能を確保するために通常使用される又は不可欠な色彩 

(例) 商品｢自動車用タイヤ｣について、｢黒色｣ 

(ｳ) その市場において商品の魅力の向上に通常使用される色彩 

(例) 商品｢携帯電話機｣について、｢シルバー｣ 

(ｴ) その市場において商品に通常使用されてはいないが、使用され得る色彩 

(例) 商品｢冷蔵庫｣について、｢黄色｣ 
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(ｵ) 色模様や背景色として使用され得る色彩 

(例) 商品｢コップ｣について、｢縦のストライプからなる黄色、緑色、赤色｣ 

 

８．商品又は役務の特徴に該当する音商標について 

商品が通常発する音又は役務の提供にあたり通常発する音を普通に用いられる方法で

表示する標章のみからなる商標については、原則として、本号に該当すると判断する。 

(1) 商品が通常発する音 

(ｱ) 商品から自然発生する音 

(例) 商品｢炭酸飲料｣について、｢『シュワシュワ』という泡のはじける音｣ 

(ｲ) 商品の機能を確保するために通常使用される又は不可欠な音 

(例) 商品｢目覚まし時計｣について、｢『ピピピ』というアラーム音｣ 

なお、商品｢目覚まし時計｣について、目を覚ますという機能を確保するために

電子的に付加されたアラーム音で、｢ピピピ｣という極めてありふれたものや、メ

ロディーが流れるようなものであっても、アラーム音として通常使用されるもの

である限り、これに該当すると判断する。 

(2) 役務の提供にあたり通常発する音 

(ｱ) 役務の性質上、自然発生する音 

(例) 役務｢焼き肉の提供｣について、｢『ジュー』という肉が焼ける音｣ 

(ｲ) 役務の提供にあたり通常使用される又は不可欠な音 

(例) 役務｢ボクシングの興行の開催｣について、｢『カーン』というゴングを鳴ら

す音｣ 

 

 

 

 

（注）以下をクリックすると、商標審査便覧又は審判決要約集をご覧になれます。  

○商標審査便覧  

27.02     地域団体商標の取扱いについて  

27.71     国際商標登録出願において「Collective mark, certification marantee  

mark」の記載がある場合の取扱い  

41.103.01 外国の地名等に関する商標について  

41.103.02 建造物の名称等に関する商標について  

41.103.03 「国内外の地理的名称からなる商標登録出願の取扱い」についての説明 
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41.103.04 立体商標の識別力に関する審査の具体的な取扱いについて 

42.118.01 商品又は商品の包装の機能を確保するために不可欠な立体的形状(商標法第

4条第1項第18号)に関する取扱い 

56.03     位置商標における識別力の考え方について 

88.01     外国政府との取決めについて  

 

○審判決要約集（第３条第１項第３号） 


